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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第65期
第２四半期
累計期間

第66期
第２四半期
累計期間

第65期
第２四半期
会計期間

第66期
第２四半期
会計期間

第65期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
４月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
７月１日
至平成20年
９月30日

自平成21年
７月１日
至平成21年
９月30日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 4,803,8303,698,7772,645,2541,778,6407,976,347

経常利益（千円） 268,490 396,283 129,335 103,633 312,463

四半期（当期）純利益（千円） 154,924 327,869 73,027 77,346 143,261

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 1,350,0001,350,0001,350,000

発行済株式総数（千株） － － 16,000 16,000 16,000

純資産額（千円） － － 4,115,8442,839,0154,085,095

総資産額（千円） － － 7,189,3607,060,5126,557,605

１株当たり純資産額（円） － － 257.50 284.42 255.60

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
9.69 22.98 4.57 5.96 8.96

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） － － － － 5.00

自己資本比率（％） － － 57.25 40.21 62.30

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
121,673△209,937 － － 376,657

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
22,452 △15,723 － － △91,235

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△177,694△96,723 － － △18,474

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 219,512 246,964 520,027

従業員数（人） － － 235 237 231

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につい

ては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

　

３【関係会社の状況】

当第２四半期会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年９月30日現在

従業員数（人） 237

　（注）  従業員数は就業人員（当社から社外への出向者を除く）であり、パートタイマーは含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第２四半期会計期間の生産実績を事業の部門別に示すと、次の通りであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）　

　
前年同四半期比（％）　　

　

農機事業部（千円） 1,382,888 101.9

軸受事業部（千円） 146,856 89.5

合計（千円） 1,529,745 100.6

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）商品仕入実績

　当第２四半期会計期間の仕入実績を事業の部門別に示すと、次の通りであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）　　

　

農機事業部（千円） 142,039 98.0

電器音響事業部（千円） － 0.0

合計（千円） 142,039 14.5

　（注）１．金額は仕入価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）受注状況

　当社は見込み生産を行っているため、該当事項はありません。

　　(4）販売実績

　当第２四半期会計期間の販売実績を事業の部門別に示すと、次の通りであります。

事業部門別
当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
　　至　平成21年９月30日）

　
前年同四半期比（％）

　

農機事業部（千円） 1,633,133 100.3

軸受事業部（千円） 145,506 89.1

電器音響事業部（千円） － 0.0

合計（千円） 1,778,640 67.2

　（注）１．前第２四半期会計期間及び当第２四半期会計期間の主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績

に対する割合は次の通りであります。

相手先

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

株式会社クボタ 526,366 19.9 532,605 29.9

ヤンマー株式会社　 210,774 8.0 314,743 17.7

  （注）２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２【事業等のリスク】

　当第２四半期会計期間において、財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等又は、前事業年

度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期報告書提出日現在において当社が判断したものであります。

(1)業績の状況

　当第２四半期会計期間におけるわが国経済は、昨年度後半以降急速に悪化した景気の中、経済対策等により一部で

回復の兆しや輸出関連の持ち直しが見られるものの、企業収益・設備投資・雇用環境等依然として厳しい状況が続

いております。

このような情勢のもと、主力の農業機械部門におきましては、農家の投資意欲は低調でありましたが、食料自給率

向上を目指したリース支援補助事業の後押しもあり、高品質な飼料増産に対応した細断型シリーズ、また、ロールベー

ラを主体とした輸出が売上に寄与しました結果、売上高は前年同期比４百万円増加し16億33百万円（前年同期比

0.3％増）となりました。

一方、軸受部門におきましては、昨年度後半以降の景気後退の影響を受け受注が減少し、売上高は前年同期比17百

万円減少し１億45百万円（前年同期比10.9％減）となりました。

以上の結果に加え、前事業年度末に電器音響事業から撤退した事により、当第２四半期会計期間の売上高は前年同

期比８億66百万円減少し17億78百万円（前年同期比32.8％減）となりました。

利益面におきましては、農業機械の製品値上げや増産対応および経費削減などに取り組みました結果、営業利益は

前年同期比９百万円増加し１億34百万円（前年同期比7.6％増）、経常利益は前年同期比25百万円減少し１億３百万

円（前年同期比19.9％減）、そして四半期純利益は前年同期比４百万円増加し77百万円（前年同期比5.9％増）とな

りました。

(2)キャッシュ・フローの状況　

　当第２四半期会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、売上債権の増加、自己株式の取得

による支出、短期借入金の増加などの要因により、第１四半期会計期間末に比べ22百万円減少し、２億46百万円とな

りました。　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果使用した資金は１億64百万円（前年同期は27百万円の獲得）となりました。

　これは主に税引前四半期純利益１億１百万円、売上債権の増加額３億１百万円などを反映したものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は２百万円（前年同期は66百万円の使用）となりました。

　これは主に有形固定資産の取得による支出８百万円などを反映したものであります。　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

　財務活動の結果獲得した資金は１億45百万円（前年同期は23百万円の使用）となりました。

　これは主に自己株式の取得による支出15億29百万円、短期借入金の増加額17億9百万円などを反映したものであり

ます。　

(3)事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

　(4)研究開発活動

　当第２四半期会計期間における研究開発活動の金額は、18,192千円であります。

　なお、当第２四半期会計期間おいて、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

　当第２四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第２四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、除却等について、重要

な変更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 50,000,000

計 50,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成21年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成21年11月13日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 16,000,000 16,000,000

東京証券取引所

名古屋証券取引所

各市場第二部

単元株式数

1,000株　

計 16,000,000 16,000,000 － －

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

　

（３）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成21年７月１日～

　平成21年９月30日
－ 16,000,000－ 1,350,000－ 825,877
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（５）【大株主の状況】

 平成21年９月30日現在

氏名または名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ　 三重県名張市夏見2828番地 6,018,362 37.61

タカキタ持株会 三重県名張市夏見2828番地 1,120,000 7.00

株式会社南都銀行（常任代理

人　日本マスタートラスト信託

銀行株式会社）

奈良県奈良市橋本町16番地（東京都港区浜

松町２丁目11番３号）
700,000 4.37

株式会社クボタ 大阪市浪速区敷津東１丁目２番47号 660,000 4.12

富士総合サービス株式会社 静岡県御殿場市新橋1495番地 605,000 3.78

日本トラスティ・サービス信

託銀行株式会社（中央三井ア

セット信託銀行再信託分・Ｃ

ＭＴＢエクイティインベスト

メンツ株式会社信託口）

東京都中央区晴海１丁目８番11号 579,000 3.61

株式会社第三銀行 三重県松阪市京町510番地 500,000 3.12

クレデイ　スイス　ホンコン

トラスト　アカウント　クライ

アント（常任代理人　株式会社

三菱東京UFJ銀行決裁事業部）

ホンコン　ジーピーオーボックス18　コン

ノートプレイスセントラル　スリーエクス

チェンジスクエア８　23階（東京都千代田区

丸の内２丁目７番１号）

　

497,000 3.10

タナシン電機株式会社 東京都世田谷区深沢８丁目19番20号 495,000 3.09

田中　昭子 東京都世田谷区 400,000 2.50

タナシンＡ＆Ｖ開発株式会社 東京都世田谷区深沢８丁目19番20号 400,000 2.50

計 － 11,974,362 74.80

　（注）上記日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は579千株でありま

す。
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（６）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成21年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
普通株式  6,018,000 　

　　　
－ －

完全議決権株式（その他）
普通株式  9,932,000　　

　　　
9,932 －

単元未満株式
普通株式     50,000 　

　　
－ －

発行済株式総数 16,000,000 － －

総株主の議決権 － 9,932 －

(注)「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が4,000株（議決権の数４個）含まれてお

ります。　

②【自己株式等】

 平成21年９月30日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社タカキタ
三重県名張市夏見

2828番地
6,018,000 － 6,018,000 37.60

計 － 6,018,000 － 6,018,000 37.60

　　

２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高（円） 240 245 310 350 345 322

最低（円） 222 221 226 286 305 298

　（注）　最高・最低株価は東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年９月30日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第２四半期会計期間（平成

21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期会計期間（平成20年７月１日から平成20

年９月30日まで）及び前第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９月30日まで）及び当第２四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表について、あずさ監査法人による四半期レビューを

受けております。

３．四半期連結財務諸表について

  当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。　
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 256,964 530,027

受取手形及び売掛金 2,020,138 1,566,673

商品及び製品 914,292 919,531

仕掛品 151,888 134,767

原材料及び貯蔵品 207,486 279,224

未収入金 ※2
 1,029,427

※2
 657,642

その他 116,702 74,699

貸倒引当金 － △242

流動資産合計 4,696,901 4,162,323

固定資産

有形固定資産

建物（純額） ※1
 602,289

※1
 607,331

機械及び装置（純額） ※1
 288,085

※1
 315,958

土地 546,232 546,232

建設仮勘定 14,179 －

その他（純額） ※1
 75,174

※1
 77,445

有形固定資産合計 1,525,960 1,546,967

無形固定資産 14,609 21,318

投資その他の資産 823,041 826,996

固定資産合計 2,363,611 2,395,282

資産合計 7,060,512 6,557,605

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 581,935 519,901

短期借入金 2,410,019 864,332

未払法人税等 182,262 76,828

賞与引当金 112,274 100,263

その他 296,073 223,727

流動負債合計 3,582,565 1,785,052

固定負債

長期借入金 11,104 44,457

退職給付引当金 559,328 555,441

役員退職慰労引当金 57,300 76,160

その他 11,198 11,398

固定負債合計 638,931 687,457

負債合計 4,221,496 2,472,510

EDINET提出書類

株式会社タカキタ(E01617)

四半期報告書

11/23



（単位：千円）

当第２四半期会計期間末
(平成21年９月30日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,350,000 1,350,000

資本剰余金 825,877 825,877

利益剰余金 2,129,598 1,881,639

自己株式 △1,504,443 △4,337

株主資本合計 2,801,032 4,053,179

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 38,181 30,825

繰延ヘッジ損益 △197 1,090

評価・換算差額等合計 37,983 31,915

純資産合計 2,839,015 4,085,095

負債純資産合計 7,060,512 6,557,605
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（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 4,803,830 3,698,777

売上原価 3,810,262 2,551,960

売上総利益 993,568 1,146,817

販売費及び一般管理費 ※
 740,861

※
 726,282

営業利益 252,706 420,535

営業外収益

受取利息 758 409

受取配当金 7,194 3,639

不動産賃貸料 16,771 13,776

その他 5,515 1,382

営業外収益合計 30,239 19,207

営業外費用

支払利息 4,869 6,726

手形売却損 4,938 618

不動産賃貸原価 4,409 4,029

リース解約損 － 2,184

支払手数料 － 29,466

その他 236 433

営業外費用合計 14,455 43,459

経常利益 268,490 396,283

特別利益

抱合せ株式消滅差益 － 64,536

その他 － 6,182

特別利益合計 － 70,719

特別損失

固定資産廃棄損 1,056 2,493

ゴルフ会員権評価損 1,733 －

その他 － 26

特別損失合計 2,790 2,519

税引前四半期純利益 265,700 464,483

法人税、住民税及び事業税 129,574 175,821

法人税等調整額 △18,797 △39,207

法人税等合計 110,776 136,614

四半期純利益 154,924 327,869
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【第２四半期会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期会計期間
(自　平成20年７月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期会計期間
(自　平成21年７月１日
　至　平成21年９月30日)

売上高 2,645,254 1,778,640

売上原価 2,131,484 1,273,993

売上総利益 513,770 504,646

販売費及び一般管理費 ※
 388,593

※
 369,898

営業利益 125,176 134,748

営業外収益

受取利息 496 242

受取配当金 830 516

不動産賃貸料 8,315 6,888

その他 2,641 905

営業外収益合計 12,283 8,553

営業外費用

支払利息 2,607 4,743

手形売却損 2,725 593

不動産賃貸原価 2,564 2,257

リース解約損 － 2,184

支払手数料 － 29,466

その他 226 423

営業外費用合計 8,124 39,668

経常利益 129,335 103,633

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 275

特別利益合計 － 275

特別損失

固定資産廃棄損 866 2,313

ゴルフ会員権評価損 1,733 －

その他 － 26

特別損失合計 2,600 2,339

税引前四半期純利益 126,735 101,569

法人税、住民税及び事業税 33,662 28,198

法人税等調整額 20,046 △3,976

法人税等合計 53,708 24,222

四半期純利益 73,027 77,346
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 265,700 464,483

減価償却費 88,079 84,301

ゴルフ会員権評価損 1,733 －

退職給付引当金の増減額（△は減少） 1,662 3,886

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △7,720 △18,860

賞与引当金の増減額（△は減少） 19,061 9,725

貸倒引当金の増減額（△は減少） △599 △6,182

受取利息及び受取配当金 △7,952 △4,048

支払利息 4,869 6,726

手形売却損 4,938 618

有形固定資産廃棄損 1,056 2,493

有形固定資産売却損益（△は益） － 26

抱合せ株式消滅差損益（△は益） － △64,536

売上債権の増減額（△は増加） △474,055 △793,155

たな卸資産の増減額（△は増加） 8,106 69,093

仕入債務の増減額（△は減少） 106,566 55,961

未払消費税等の増減額（△は減少） 4,305 10,610

営業保証金の返還による収入 100,000 －

その他 88,007 44,097

小計 203,761 △134,758

利息及び配当金の受取額 8,930 4,043

利息の支払額 △5,362 △8,855

法人税等の支払額 △85,655 △70,366

営業活動によるキャッシュ・フロー 121,673 △209,937

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 100,000 －

有形固定資産の取得による支出 △96,820 △25,978

有形固定資産の売却による収入 － 25

無形固定資産の取得による支出 － △5,596

投資不動産の賃貸による収入 16,771 13,776

預り保証金の返還による支出 － △200

貸付金の回収による収入 2,252 2,084

その他 248 164

投資活動によるキャッシュ・フロー 22,452 △15,723
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（単位：千円）

前第２四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年９月30日)

当第２四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △61,000 1,549,000

長期借入金の返済による支出 △36,666 △36,666

自己株式の取得による支出 △524 △1,529,572

配当金の支払額 △79,504 △79,484

財務活動によるキャッシュ・フロー △177,694 △96,723

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △33,568 △322,384

現金及び現金同等物の期首残高 253,081 520,027

合併に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 49,321

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 219,512

※
 246,964
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　　該当事項はありません。

　

【表示方法の変更】

　（貸借対照表）

　　当第２四半期会計期間（自　平成21年７月１日　至　平成21年９月30日）

　　　前第２四半期会計期間において、その他（貯蔵品）に含めておりました「実演機」は、当該実態をより適切に表示

　　するため、当第２四半期会計期間では「商品及び製品」として表示しております。なお、前第２四半期会計期間末の

　 「実演機」残高は141,958千円であります。　

　

【簡便な会計処理】

 
当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１.棚卸資産の評価方法 　当第２四半期会計期間末の棚卸高の算出に関しましては、実地棚卸を省略し、前

事業年度末の実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算出する方法によって

おります。

　また、棚卸資産の簿価切下げに関しましては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。　

２.繰延税金資産及び繰延税金負債

の算定方法　

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しましては、前事業年度末以降に経営環境

等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年

度において使用した将来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法に

よっております。　

　

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　該当事項はありません。

 

【追加情報】

　　　該当事項はありません。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

 
 

当第２四半期会計期間末　
（平成21年９月30日）　

前事業年度末
（平成21年３月31日）

　※１.　有形固定資産の減価償却累計

額

2,536,623千円 2,478,008千円

※２.　うち、ファクタリング方式に

より譲渡した売上債権の未

収額

998,625千円 629,818千円

　３.　受取手形割引高 －千円 206,665千円

　

（四半期損益計算書関係）

 
 

 

前第２四半期累計期間　
（自　平成20年４月１日　
至　平成20年９月30日）　

当第２四半期累計期間　
（自　平成21年４月１日　
至　平成21年９月30日）　

　※　販売費及び一般管理費の主な内容 販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

　 支払運賃及び諸掛費 149,738千円

事務職員給料手当 201,482

賞与引当金繰入 44,817

退職給付費用　 10,134

役員退職慰労引当金

繰入　

2,660

支払運賃及び諸掛費 156,625千円

事務職員給料手当 201,716

賞与引当金繰入 45,308

退職給付費用　 11,526

 
 

 

前第２四半期会計期間　
（自　平成20年７月１日　
至　平成20年９月30日）　

当第２四半期会計期間　
（自　平成21年７月１日　
至　平成21年９月30日）　

　※　販売費及び一般管理費の主な内容 販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

販売費及び一般管理費のうち主要な費

目及び金額は次のとおりであります。

　 支払運賃及び諸掛費 82,116千円

事務職員給料手当 110,712

賞与引当金繰入 13,062

退職給付費用　 4,174

支払運賃及び諸掛費 79,871千円

事務職員給料手当 91,229

賞与引当金繰入 31,729

退職給付費用　 2,951
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（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第２四半期累計期間　
（自　平成20年４月１日　
至　平成20年９月30日）　

当第２四半期累計期間　
（自　平成21年４月１日　
至　平成21年９月30日）　

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

　※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年９月30日現在） （平成21年９月30日現在）

現金及び預金勘定 229,512千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000

現金及び現金同等物 219,512

　

現金及び預金勘定 256,964千円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △10,000

現金及び現金同等物 246,964

　

　

（株主資本等関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）及び当第２四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年

９月30日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　16,000,000株

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　 6,018,362株

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

４．配当に関する事項

　
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

配当の原資
１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日

平成21年６月26日

定時株主総会
普通株式 79,910利益剰余金 5 平成21年３月31日平成21年６月29日

　

５．株主資本の著しい変動に関する事項

　　当社は、平成21年８月10日付で、公開買付けにより自己株式(普通株式）を6,000,000株取得しました。この

　結果、当第２四半期会計期間において、自己株式が1,500,106千円増加し、当第２四半期会計期間末におい

　て、自己株式が1,504,443千円となっております。　

　

（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）　

有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

　当第２四半期会計期間末（平成21年９月30日）

　ヘッジ会計を適用しておりますので、開示の対象から除いております。

　

（持分法損益等）

　該当事項はありません。　

　

（ストック・オプション等関係）

　該当事項はありません。

　

（企業結合等関係）

　該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第２四半期会計期間末
（平成21年９月30日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 284.42円 １株当たり純資産額 255.60円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 9.69円 １株当たり四半期純利益金額 22.98円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 154,924 327,869

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 154,924 327,869

期中平均株式数（株） 15,985,164 14,267,492

前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 4.57円 １株当たり四半期純利益金額 5.96円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期会計期間
（自　平成20年７月１日
至　平成20年９月30日）

当第２四半期会計期間
（自　平成21年７月１日
至　平成21年９月30日）

四半期純利益（千円） 73,027 77,346

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 73,027 77,346

期中平均株式数（株） 15,984,695 12,981,638

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　　

（リース取引関係）

　リース取引開始日が平成20年３月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について通常の賃貸借取引

に係る方法に準じて処理を行っておりますが、当第２四半期会計期間末におけるリース取引残高は前事業年度末に

比べて著しい変動が認められないため、記載しておりません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成20年11月14日

株式会社タカキタ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 松 岡　憲 正  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 中 谷　敏 久  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴 木　 實    印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキタの

平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第65期事業年度の第２四半期会計期間（平成20年７月1日から平成20年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキタの平成20年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年11月13日

株式会社タカキタ

取締役会　御中

あずさ監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 安 藤　泰 行  印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴 木　 實    印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社タカキタの

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第66期事業年度の第２四半期会計期間（平成21年７月１日から平成21年９

月30日まで）及び第２四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、

四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明することに

ある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社タカキタの平成21年９月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２

四半期会計期間及び第２四半期累計期間の経営成績並びに第２四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示

していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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